












① 情緒的応答性尺度第４版(著作権は Biringen が所有)日本語版テキストの作成 










2017 年 3 月にコロラド大学を訪問する予定でいる森岡・生地が中心となって進める。 こ
のマニュアルを含めて、研修会資料などは、研修参加費で支払うものとする。 
②2017年 5月下旬(予定)に情緒応答性尺度の開発者であるコロラド州立大学 Z. Biringenを
招聘し、大正大学で Emotional Availability (EA)Scales 4th Edition の日本語版を用い 20 名の
参加者で３日間の資格認定のための研修を実施する。（コロラド州ボルダーで 2013 年に森
岡らが参加した研修会も 3 日であり、昨年度受講証明書を提出している。） 
③評価認定資格を取得しようとしている専門家だけの研修会を 4 日目に、参加者 100 名程
度で、レベルⅠ：Basic 研修会を 1 日開催する。情緒的応答尺度の評価資格認定研修と Level 
I：Basic 研修会を以下の日程で実施する。研修会のマネージメントは、森岡・井澗・大西
が中心に行う。 









（心理社会学部 臨床心理学科 教授） 
9 
研修会日程 
 1 日目 ：研究室での構造化された就学前の事例ビデオ提示と評価実習・質疑応答 
2 日目 ：構造化された乳児・幼児・思春期の事例と構造化されていない家庭訪問事例
のビデオ提示と評価実習・質疑応答 
3 日目 ：日本での保育園、児童養護施設事例などでの保育者と子どもの事例のビデオ 
     提示と評価実習および総括討論 
 4 日目 ：午前 Biringen による情緒的応答性の背景となる理論の講義 
       午後 Biringen による情緒応答性尺度の内容と評価方法についての講義 
すでに資格を持っている日本の専門家の事例提示を行い Biringen から助言 
     指導を受けるアドバンスコースの研修会を開催する。 
 









 2016 年 11 月 12 日に提出した「研究計画変更願」にあるように、来日の約束は 3 年前か
らできていて、Biringen からの来日のための契約書も送られてきていたが、研修会実施は
2017 年 5 月(現地での打ち合わせにより 9 月となった)に延期となった。 







 前述のことから、平成 28 年度は Biringen と共同研究者 2 名の来日予定を延期し、申請
者と共同研究者で EAScake 評価認定資格を持つ生地新(北里大学医療系大学院教授)と
2017 年度から共同研究者となる大西真美の 3 人でコロラド大学の Biringen のもとを訪問
し、テキスト、セミナー日程と内容についての打ち合わせを行った。3 月 28 日出国 31 日
帰国するスケジュールとなったが、帰国子女でもある大西の通訳で充分な意思疎通が可能





















発した、I Feel Pictures (Infant Facial Expression of Emotions from Looking at Pictures：以下 IFP) 
があり、小此木らによりその日本版も開発され(1990)、われわれもこれまで産後うつなど







関係を直接評価するツールの必要を感じていたところ、R.Emde から Biringen と EAScale
を紹介された。2008 年に発表された EAScale は 2010 年にはすでに世界 57 カ国で使用され
ていた。しかし、日本では，言語の壁もあり、充分には普及していない現状にある。 
九州大学医学部こころの診療部特任講師の山下洋と、日本での翻訳と使用の必要性を話
し合い 2013 年に翻訳とバックトランスレーションを終了した。2013 年、森岡・生地・山


























岩田裕美、森岡由起子：妊婦及び母親のメンタルヘルスと情緒的応答性 －日本版 I Feel 
Pictures(JIFP)による早期母子関係性支援のための基礎的研究－．母性衛生
57(1):123-130,2016   
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